
国際ロータリー第2570地区

行田ロータリークラブ
ＲＩ会長：ジョナサンB.マジィアベ ／ ガバナー：髙山 孝 

第1868回　　　例　　会　　　（3月11日）

2003～04 国際ロータリーのテーマ
「手を貸そう」

会長：湯本茂作 ／ 幹事：小林一好

委員長：石渡健司／副委員長：大谷浩一
委　員：真貝俊英、諸貫健一 

クラブ会報委員会 

例会日：木曜日
　　　　午後12時30分開会
会　場：アドバンテスト
　　　　　　　行田クラブハウス

会長あいさつ

①景気も上がればよいと思う。
②６日に行田女子高校卒業式に行って来ました。
　今回１５年度５６回卒業式。開校８８年目７７名
　の卒業生になります。
③ＰＴＡ会長が持田会員です。
④再来年には廃校になるので、寂しい状況にありま
　す。
⑤温泉を掘る許可が出ました。今回１２件が申請が
　あり、全部許可になりました。
⑥１０００ｍから２０００ｍの間でくみ上げ、毎分
　３００リットルまでだそうです。既存の井戸から
　１ｋｍ離れなければならない。

幹 事 報 告

委員会報告

①お花見例会４月２日が４月
　１日（木）に変更になりま
　した。場所は「みらい」。
②２５７０地区大会４月１１
　日、１２日参加お願いしま
　す。
③３月２７日、桜ヶ丘小学校
　金管バンド演奏会がありま
　す。
④次回例会、白河ロータリー
　クラブが来訪します。
　歓迎をお願いします。

クラブセミナー４月７日(日) 坂戸
　　　　　　　　　　　黒渕次年度会長

［行田市環境衛生課長補佐］　山村英弘様

［熊谷西ロータリークラブ］　佐藤光男様

来　賓　者　紹　介

①会員数の増減は、５６クラ

　ブで２２０３名、最終２２

　０５名、２名の増でした。

②家族委員会の行い方につい

　て発表があった。

③ＲＩに報告が遅いので早い

　連絡が必要。

　ハワイ旅行について、多数

参加ありがとうございます。

　是非ご参加ください。

　月曜日まで受け付けます。

このあと説明会を行います。

親睦委員会
　　　　武田委員長

特別講演　加藤光男様

　田辺経営の後援会があります。５００社の会社

をみてきた。入場無料ご参加ください。

　行田で有名なマジシャン出演もあります。



ニコニコ報告

合計　７３，０００円

●湯本茂作　山村課長様本日は卓話ご苦労さまです。

●小林一好　今日は暖かいですね、毎日続いてほし
　いものです、山村課長様卓話ありがとうございま
　す。

●熊谷西ＲＣ　加藤睦夫　３月２３日(火) 熊谷ガー
　デンパレスにてタナベ経営社長の講演会が開かれ
　ますぜひお越しください。

●結婚祝いありがとうございます。
　小池甚太郎、大野年司、萩原清吉

●武田和則　誕生祝いありがとうございます。

●小池甚太郎　先般は、産業功労賞受賞祝いに大勢
　ご参加いただきありがとうございます。

●渡辺栄一　米山奨学生のフランチェスカさんと先
　日、桐生市の刺繍の現代の名工にあって、見学と
　実演をやってきました。

●永島健雄　本日２時より佐間公民館にて、ふるさ
　とと文学、行田にある多くの文学碑のお話を埼玉
　歌人会理事関田史郎さんがしてくださいますので
　ご参加ください。

●山村課長様本日はゴミ問題についての卓話ありが
　とうございます。
　大谷浩一、廣川和夫、小椋剛、石渡健司
　江袋秀行、森島明文、稲垣功一、黒淵陽夫
　鈴木康夫、境野登章、植田信男、宮内廣介
　島崎政敏、山本栄治、中島捷二、小島一男
　川崎道賢、古沢勇治、真貝俊英、武笠邦之助
　田山喜一郎、石塚喜助、清水治雄、持田朋春
　阿部克也、小沢瑛、斉藤恭一、山本憲作
　坂本研一、清水泰治

正会員数　　　７２名
出席免除者　　１３名
本日の出席者　４６名

内義務規定出席者　　９名
メークアップ　　　　３名
出席率　　　６７．８０％

出 席 報 告

　　　　　　　　　　　　①やり方で問題になる。

　　　　　　　　　　　　　リサイクルはよいこと

　　　　　　　　　　　　　か、推進、反対がいる。

　　　　　　　　　　　　②リサイクルの目的、省

　　　　　　　　　　　　　資源化、間違ってはい

　　　　　　　　　　　　　ないが、視点を変える

　　　　　　　　　　　　　と浪費や汚染につなが

　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　③例えば、薬について、

　　　　　　　　　　　　　好きな人はいない。効

　　　　　　　　　　　　　果と副作用　薬の薬効

　　　　　　　　　　　　　は、ぼけ防止である。

　　　　　　　　　　　　　それは、いつどのくら

　い飲まなければ成らないか常に気をつけているか

　ら。

④ゴミのリサイクルはゴミとしての減量にはなるが、

　環境には負荷が高くなる。財政も圧迫する。環境

　の保全にはならない。

⑤行田ではペットボトルのリサイクルは行わない。

⑥リサイクルによって運送や加工にエネルギー消費

　が２００倍になる。原油や電力を消費しなければ

　ならない。地球温暖化防止にはならない。

⑦慎重に考えなければならない。ゴミの減量、資源

　の節約になることについては、やらなければなら

　ない。

⑧生ゴミにリサイクルにつては、コンポストに補助

　は出さない。あえてやらない。堆肥化にはなるが、

　ゴミ焼却処理の原料としての不足が生じる。生ゴ

　ミは燃焼炉の温度調整を取るのに役目をしている。

　８００度に保つために、水分を補給している。生

　ゴミがないと炉の温度が高温になりすぎる。

⑨生ゴミの２６パーセント、作りすぎ食料１４パー

　セント合わせて４０パーセントが、無駄な処理に

　なる。作り過ぎを、まずは削減できる。

⑩廃棄物の処理はケースバイケースでやるべき、焼

　却、埋め立て、リユース、リサイクルなどに分け

　るべき、目的によって手法を変える。絶対最適な

　方法は無い。場合によっては大きなリスクを生じ

　る。

⑪極端な政策は、問題がある。ゴミ処理方法による

　作用と副作用のバランスを考え、ゴミ処理の手法

　を選ぶことが大切です。

⑫ゴミの処理は、ゴミの減量や資源の節約や省力化

　を論じるだけでなく、費用対効果や機械の効率化

　や技術開発、運送と施設の充実が大切になる。

卓　話

行田市環境衛生課長補佐 山村さん

「廃棄物処理の効果と副作用
　　　　　　　　　　資源リサイクル」

謝辞　湯本会長

無駄なゴミを出さないようにしましょう。



写写 真真 館館
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